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Abstract 
 

The Genji firefly Luciola cruciata is classified into the three ecological types, 

namely the fast-flash, slow-flash, and intermediate types, on the basis of the 

regression analysis of male interflash intervals on air temperatures. This study 

found that the intermediate type is widely distributed in Nagano and 

Yamanashi Prefectures, central Japan. 
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   明滅周期について 
 

井口 豊（長野県岡谷市） 

 

１．はじめに 

 ゲンジボタル Luciola cruciata の集 

団同時明滅周期には地理的変異があり， 

フォッサマグナ地域を境として，西日本 

では約２秒，東日本では約４秒となる 

（大場, 1988 ； 三石, 1990)。それぞれ 

の地域のゲンジボタルが固有の明滅周期 

を持つことによって，生殖的隔離が働い 

ているらしい(Tamura et al., 2005)。 

また，このような明滅周期の違い 

に対応して，東西のゲンジボタル 

の遺伝子にも顕著な違いが認めら 

れる〔鈴木ら, 2000; 武部ら，20 

0O; 吉川ら, 2001; Suzuki et al., 
1996, 2002)。そして最近の研究 

から，明滅周期は気温の上昇とと 

もに短くなることが判明している 

（笹井, 1999; Iguchi, 2001; 大 

場, 2001; 渡辺, 2002; 阿部ら, 

2004; 翠川, 2006)。本研究では， 

中部地方の６地点において，気温 

とゲンジボタルの明滅周期の関係 

を調べ，その地理的変異を明らか 

にする。 

 

２．研究地域および方法 

 筆者が気温とゲンジボタルの明 

 

滅周期を調査したのは，長野県上伊那郡 

辰野町鴻の田，同町松尾峡，同県上水内 

郡山之内町石ノ湯（志賀高原），山梨県 

南巨摩郡身延町下部，群馬県富岡市上丹 

生の５地点である（図１）。また，既存 

の研究から，長野県長野市南浅川上流 

（飯綱高原）（笹井, 1999)における気 

温と明滅周期のデータを利用した（図１）。 

 筆者は，1997，2001，2003，2005 年の 

 

図 1．調査地点 1:飯綱高原，2:志賀高原， 

  3:富岡，4:鴻の田，5:松尾峡，6:下部 
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20:00-22:00 に，ゲンジボタルの集団同 

時明滅周期を目視によってストップウォ 

ッチで測定した。明滅周期の測定はおよ 

そ 30 分以内に 30 回行い，ホタルが群飛し 

ている高さ（水面から１～２ｍ）の気温 

 

も測定した。 

 

３．結果と考察 

 図２に結果を示し，注目すべき点を四 

つ挙げる。 

 

 第一に，志賀高原の明滅周期が富岡の 

明滅周期より明らかに短いことである。 

従来，志賀高原も富岡も東日本型（４秒 

型）明滅周期とされていた（三石, 1990 

; Suzuki et al., 2002)。しかし, Su- 

zuki et al. (1996)の遺伝的研究では， 

志賀高原は西日本型（２秒型）に属する 

とされた。今回の結果から，志賀高原が 

東日本型周期と見られたのは低温の影響 

によるものであり，実際は中間型か西日 

本型の明滅周期らしい。 

 第二に，やはり東日本型明滅周期とさ 

れていた下部（大場, 1988)も富岡の明 

滅周期より短いことである。Suzuki et 

al. (2002)の遺伝的研究では，下部は 

西日本型に属するとされた。今回の結果 

から，下部も中間型か西日本型の明滅周 

期らしい。 

 第三に，松尾峡の明滅周期が，長野県 

内の他地域（鴻の田，飯綱高原，志賀高 

原）の明滅周期より顕著に短いことであ 

る。これは，井口（2003, 2006）が述べ 

 

たように，松尾峡のゲンジボタルが西日 

本から移入された影響によるものと考え 

られる．日和ら（2007）の遺伝的研究で 

も，松尾峡は西日本型に属するとされた。 
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図２．調査６地点における気温とゲンジボタルの明滅周期の関係 
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図 2．調査 6地点における気温とゲンジボタルの明滅周期の関係 
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